
巨大地震で倒壊を免れた建物であっても，余震に耐え続けられるとは限りません．本研究
室では，風や交通振動などの外部からの雑音振動によって生じる建造物の僅かな振動を

用いて，建造物の健康状態を常時モニタリングする手法を提案しております．
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最も基本的な建造物の診断手法としては
試験信号を加振して，離れた点で伝達さ
れた振動を観測する手法が挙げられます．
しかしそのようなアクティブな診断手法で
は試験信号を付加したときしか診断でき
ません．火災報知器のように常時モニタリ
ングできれば，震災直後でも建造物の健
康状態を把握することができるようになり
ます．さらに，都市全体の建物の被災状
況を把握して共有できれば二次災害の防
止のほか，避難所の確保にもつながりま
す．そのような「建造物トリアージ情報共
有網 (図１)」の実現が目標です．

図１ 建造物トリアージ情報共有網
Structural Triage Information Sharing Network

風や交通騒音などの外部からの雑音振動による，建物の僅かな振動を分析することで，
その建物の固有周波数を推定できます．雑音のスペクトルに埋もれた建物の固有周波数
の分析は大変です．そこで，我々は累積調波分析(CHA)という信号処理を提案して，この
問題を解決してきました．CHAは時間と共に変化するスペクトルを累積して時普遍なスペク
トルピークを強調する窓関数処理です．実際の建造物で実験したところ(図２)，相対誤差
2%未満で固有周波数が推定できることが確認されています．

図３ 実際の建造物でのモニタリング結果図２ 実際の建造物でのモニタリング実験


